
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

一

中
臣
宅
守
歌
の
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
を
め
ぐ
っ
て

　
『
万
葉
集
』
の
歌
に
、
会
い
た
い
と
思
う
相
手
に
、
何
ら
か
の
遮
る
も
の
が

あ
っ
て
会
之
な
い
、
と
う
た
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
隔
絶
感
を
う
た
う
も
の
の

中
に
、
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
（
1
5
・
三
七
五
五
、
1
5
・
三
七
六
四
）
と
い

う
表
現
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
表
現
が
ど
の
よ
う
な
形
で
形
成
さ
れ
た
か

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
検
討
す
る
歌
を
挙
げ
て
お
仁
。

　
　
　
　
中
臣
朝
臣
宅
守
与
狭
野
弟
上
娘
子
贈
答
歌
（
の
内
）

Ａ
愛
し
と

　
あ
　
　
　
も
　
　
　
い
も
　
　
　
　
や
ま
か
は
　
　
な
か

我
が
思
ふ
妹
を
　
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
一
山
川
乎
奈
可
示

　
敞
奈
里
旦
」
　
安
け
く
も
な
し
　
　
　
　
（
1
5
∴
二
七
五
五
、
中
臣
宅
守
）

Ｂ
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
「
山
川
乎
奈
可
示
敞
奈
里
弓
二
　
遠
く
と
も
　
心

を
近
く
　
思
ほ
せ
我
妹

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

（
1
5
・
三
七
六
四
、
中
臣
宅
守
）

田
　
　
野
　
　
順
　
　
也

　
中
臣
宅
守
は
、
罪
を
得
て
越
前
国
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
中
臣
宅
守
が
配

流
地
か
ら
都
の
狭
野
弟
上
娘
子
に
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。
「
山
川
を
中
に
へ
な
り

て
」
と
い
う
表
現
は
、
中
臣
宅
守
の
こ
の
二
例
以
外
に
は
み
え
な
い
。
し
か
し

Ａ
と
Ｂ
の
よ
う
に
、
「
山
川
」
が
二
人
の
問
を
遮
る
も
の
と
す
る
、
同
じ
よ
う

な
表
現
は
、
『
万
葉
集
』
に
あ
と
三
例
あ
る
。

　
　
　
　
笠
女
郎
贈
大
伴
宿
祢
家
持
歌
廿
四
首
（
の
内
）

　
Ｃ
心
ゆ
も
　
我
は
思
は
ず
き
　
山
川
も
　
隔
た
ら
な
く
に
「
隔
莫
国
」
　
か

く
恋
ひ
む
と
は

　
　
哀
傷
長
逝
之
弟
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

（
４
・
六
〇
一
、
笠
女
郎
）

Ｄ
・
：
玉
梓
の
　
道
を
た
遠
み
　
山
川
の
　
へ
な
り
て
あ
れ
ば
「
敞
奈
里
氏
安

礼
婆
」
　
恋
し
け
く

日
長
き
も
の
を
　
見
ま
く
欲
り
　
田
心
ふ
間
に
…

　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
・
三
九
五
七
、
大
伴
家
持
）

挽
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

一
五



　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

Ｅ
…
大
君
の
　
命
恐
み
　
鄙
離
る
　
国
を
治
む
と
　
あ
し
ひ
き
の
　
山
川

へ
な
り
一
山
河
阻
」
　
風
雲
に
　
言
は
通
へ
ど
　
直
に
逢
は
ず
　
日
の
重

　
　
な
れ
ば
・
：
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
・
四
二
Ｉ
四
、
大
伴
家
持
）

　
「
山
川
」
が
二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
歌
が
、
天
平

期
以
降
に
集
中
し
て
現
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。
用
例
を
詳
し

く
み
る
と
、
Ｃ
に
は
他
と
異
な
り
、
「
へ
だ
た
る
」
と
い
う
動
詞
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
「
へ
だ
た
る
」
と
「
へ
な
る
」
が
意
味
の
上
で
近
い
か
ど
う
か
が
問

題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
こ
の
表
現
の
形
成
を
検
討
し
て
い
く
際
に
、
二
つ
の
こ
と
を
ま
ず
整
理
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
、
こ
の
表
現
の
中
に
含
ま
れ
る
「
へ
な
る
」
と
い

う
語
の
意
味
を
ど
う
考
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の

表
現
の
形
成
以
前
に
、
ど
の
よ
う
な
隔
絶
感
の
表
現
が
あ
っ
た
か
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
先
に
こ
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

一

一

　
ま
ず
「
へ
な
る
」
と
い
う
語
の
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

以
下
に
諸
説
を
列
挙
す
る
。

　
　
①
ヘ
ナ
ル
の
意
味
は
ど
こ
ま
で
も
ヘ
ダ
タ
ル
と
同
一
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
境
田
四
郎
氏
「
萬
葉
集
に
於
け
る
隔
の
訓
牡
」
）

②
隔
た
た
る
（
『
萬
葉
集
私
ぬ
』
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ
（

③
隔
て
て
あ
る
（
窪
田
空
穂
氏
『
萬
葉
集
評
振
』
）

④
へ
（
隔
て
）
二
成
ル
（
木
下
正
俊
氏
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
四
』
）

③
隔
て
と
な
る
（
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
萬
葉
知
』
）

　
諸
説
は
、
「
へ
だ
た
る
」
と
同
じ
と
す
る
か
（
①
～
③
の
説
）
、
そ
う
で
な
い

か
に
分
類
で
き
る
。
ま
た
「
へ
な
る
」
の
語
構
成
を
ど
う
と
ら
え
る
か
が
問
題

と
な
る
。
①
、
⑤
は
、
そ
れ
を
考
慮
し
た
意
味
の
と
り
方
を
し
て
い
る
。
「
へ

な
る
」
の
語
構
成
に
つ
い
て
、
①
で
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
境
田
氏
は
、

『
古
事
記
伝
』
の
。

　
　
幣
陀
都
と
云
は
、
重
を
立
と
云
こ
と
な
れ
ば
、
本
は
重
と
同
じ
け
れ
ど
も
、

其
に
二
の
意
あ
り
、
一
に
は
重
を
な
し
て
畳
ぬ
る
意
、
二
に
は
物
と
物
と

の
間
を
塞
絶
つ
意
に
て
、
隔
字
は
此
意
に
当
た
る
字
な
り

二
一
十
八
之
巻
、
日
代
宮
三
之
巻
、
「
多
々
美
許
母
ビ

を
引
い
て
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
ヘ
ダ
ツ
、
ヘ
ナ
ル
の
へ
は
、
一
重
二
重
の
へ
と
同
じ
語
原
に
属
す
る
も
の

　
　
で
、
コ
仕
切
り
の
も
の
」
と
い
ふ
意
味
を
現
は
し
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

と
述
べ
た
上
で
、
先
に
挙
げ
た
結
論
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
ひ
と
へ
」
の
「
へ
」
を
表
記
す
る
場
合
、
『
万
葉
集
』
で
は
、

　
　
　
　
在
久
渥
京
思
留
寧
楽
宅
坂
上
大
嬢
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首

Ｆ
一
重
山
「
一
隔
山
」
　
へ
な
れ
る
も
の
を
７
里
成
物
乎
」
　
月
夜
良
み

に
出
で
立
ち
　
妹
か
待
つ
ら
む

Ｘ
々
力
と

日
丿

日
Ｆ
‐

（
４
・
七
六
五
、
大
伴
家
持
）



　
Ｇ
故
郷
は
　
遠
く
も
あ
ら
ず
　
一
重
山
一
一
重
山
」
　
越
ゆ
る
が
か
ら
に

　
　
思
ひ
そ
我
が
せ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
・
一
〇
三
八
、
高
丘
河
内
）

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
－

の
よ
う
に
、
「
一
隔
」
、
「
一
重
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
隔
」
と

「
重
」
が
同
じ
「
へ
」
の
訓
仮
名
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
隔
」
の
仮
名
は

そ
の
意
味
を
生
か
し
た
表
記
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
ひ
と
へ
」
の
「
へ
」
を

　
　
　
高
丘
河
内
連
歌
二
首
（
の
内
）

Ｇ
故
郷
は
　
遠
く
も
あ
ら
ず
　
一
重

　
思
ひ
そ
我
が
せ
し

「
隔
て
」
の
意
味
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
「

の
中
に
、
Ｆ
の
例
の
よ
う
に
「
重
成
」
と
あ
る
こ
と
か
ら

ヽヽ　　へ

な
る
」
の
表
記

「
へ
な
る
」
を

「
へ
」
と
「
な
る
」
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
境

田
氏
の
説
に
あ
る
よ
う
に
、
「
へ
」
を
「
一
仕
切
り
の
も
の
」
と
し
、
「
へ
」
と

「
な
る
」
に
分
け
て
、
「
へ
な
る
」
の
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
は
従
え
る
。
し
か

し
、
「
へ
だ
た
る
」
と
同
じ
と
考
え
る
こ
と
に
対
し
て
は
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

「
へ
だ
た
る
」
の
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
用
例
は
、
先
に
掲
げ
た
。

　
　
　
　
笠
女
郎
贈
大
伴
宿
祢
家
持
歌
廿
四
首
（
の
内
）

Ｃ
心
ゆ
も
　
我
は
思
は
ず
き
　
山
川
も
　
隔
た
ら
な
く
に
「
隔
莫
国
」
　
か

　
く
恋
ひ
む
と
は

と
次
の
歌
し
か
な
い
。

大
伴
坂
上
郎
女
七
首
（
の
内
）

（
４
・
六
〇
一
、
笠
女
郎
）

Ｈ
海
山
も
　
隔
た
ら
な
く
に
一
隔
莫
国
」
　
な
に
し
か
も
　
目
言
を
だ
に
も

こ
こ
だ
乏
し
さ

（
４
・
六
八
九
、
大
伴
坂
上
郎
女
）

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

二
例
と
も
天
平
期
以
降
の
用
例
で
あ
る
。
同
時
期
に
は
、
「
へ
な
る
」
も
用
い

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
は
り
「
へ
だ
た
る
」
と
「
へ
な
る
」
に
は

意
味
の
違
い
を
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
『
万
葉
集
』
巻
十
三
の
長
歌
に
、

鳥
が
音
の

●
・
参

か
し
ま
の
海
に
　
高
山
を
　
隔
て
に
な
し
て
「
障
所
為
而
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
三
三
六
、
「
挽
歌
ビ

と
あ
る
。
傍
線
部
分
の
「
隔
て
に
な
す
」
は
、
「
へ
な
る
」
の
意
味
を
説
明
す

る
た
め
の
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
「
へ
な
る
」
の
構
成
要
素
は
「
な
る
」
で
あ

っ
て
、
「
な
す
」
で
は
な
い
の
で
、
そ
こ
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
こ
の
用
例
に
よ
っ
て
、
「
へ
」
と
「
な
る
」

を
結
ぶ
格
助
詞
は
、
「
に
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
「
へ
な
る
」
は
、
「
へ
（
＝
隔
て
）
に
な
る
」
の
意
味
と
し
て
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
と
ら
え
た
と
し
て

も
、
な
お
問
題
は
残
る
。
木
下
正
俊
氏
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
犬
』
に
は

「
動
詞
ヘ
ナ
ル
の
語
義
は
前
後
の
文
脈
に
よ
っ
て
多
少
の
差
が
あ
る
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
木
下
氏
は
、

　
　
　
　
入
京
漸
近
悲
情
難
撥
述
懐
一
首
井
一
絶
（
の
長
歌
）

Ｉ
・
：
玉
梓
の
　
道
行
く
我
は
　
白
雲
の

た
な
び
く
山
を
　
岩
根
か
み
　
越

　
　
え
へ
な
り
な
ば
「
古
要
敞
奈
利
奈
婆
∵
入
1
7
・
四
〇
〇
六
、
大
伴
家
持
」

に
み
え
る
「
越
え
へ
な
る
」
の
「
へ
な
る
」
に
つ
い
て
、
「
離
れ
て
行
く
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



意
と
し
、

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

哀
傷
長
逝
之
弟
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

Ｄ
・
：
玉
梓
の
　
道
を
た
遠
み
　
山
川
の
　
へ
な
り
て
あ
れ
ば
「
敞
奈
里
氏
安

礼
婆
」
　
恋
し
け
く
　
日
長
き
も
の
を

見
ま
く
御
り
思
ふ
聯
に
：
゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
・
三
九
五
七
、
大
伴
家
持
）

に
み
え
る
「
へ
な
る
」
は
、
「
へ
（
隔
）
ニ
ナ
ル
」
と
す
る
。
ま
た
。

　
　
　
　
中
臣
朝
臣
宅
守
与
狭
野
弟
上
娘
子
贈
答
歌
（
の
内
）

　
Ｂ
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
「
山
川
乎
奈
可
示
敞
奈
里
旦
」
　
遠
く
と
も
　
心

　
　
を
近
く
　
思
ほ
せ
我
妹
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
・
三
七
六
四
、
中
臣
宅
守
）

に
み
え
る
「
へ
な
る
」
は
、
「
或
る
物
を
隔
壁
と
し
て
離
れ
住
む
」
と
し
て
い

る
。
し
か
し
Ｂ
に
つ
い
て
は
こ
こ
ま
で
の
検
討
の
結
果
か
ら
、
「
へ
（
＝
隔
て
）

に
な
る
」
と
考
え
て
よ
い
、
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
は
、
「
山
と
川
を

中
に
し
て
（
山
と
川
が
）
隔
て
に
な
っ
て
」
と
い
う
意
味
と
な
る
。

一

一

＿ 　 －

　
次
に
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
と
い
う
表
現
の
形
成
以
前
に
、
ど
の
よ
う

な
隔
絶
感
の
表
現
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
最
初
に
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
る
歌
に
み
え
る
「
へ
な
る
」
と
い
う
動
詞
に

注
目
し
た
い
。
先
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
へ
な
る
」
は
「
隔
て
に
な
る
」
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
λ

味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
動
詞
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
「
二
人
の
問
を
遮

る
も
の
（
＝
隔
て
）
」
を
は
っ
き
り
と
示
す
例
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
考
え
ら
れ
る
。

　
調
査
対
象
と
な
る
動
詞
は
、
「
へ
な
る
」
だ
け
で
は
な
い
。
「
へ
な
る
」
を
構

成
要
素
に
持
つ
「
き
へ
な
る
」
や
、
先
に
掲
げ
た
、

　
　
　
笠
女
郎
贈
大
伴
宿
祢
家
持
歌
廿
四
首
（
の
内
）

Ｃ
心
ゆ
も
　
我
は
思
は
ず
き
　
山
川
も
　
隔
た
ら
な
く
に
「
隔
莫
国
」
　
か

　
　
く
恋
ひ
む
と
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
六
〇
一
、
笠
女
郎
）

に
み
え
る
「
へ
だ
た
る
」
も
そ
の
対
象
と
な
る
。
ま
た
「
へ
な
る
」
と
同
じ
く
、

「
へ
（
＝
隔
て
）
」
を
構
成
要
素
に
持
つ
「
へ
だ
つ
」
も
調
査
対
象
と
な
る
。

　
以
上
「
へ
な
る
」
「
き
へ
な
る
」
「
へ
だ
た
る
」
「
へ
だ
つ
」
と
い
う
動
詞
に

注
目
し
て
、
「
山
」
、
「
川
」
、
「
山
川
」
に
よ
っ
て
、
隔
絶
感
が
表
現
さ
れ
て
い

る
場
合
を
以
下
に
示
九
。

山　川　山　対

川　の　の　象

の　場　場

場　合　合　　動

合　　　　　詞

４　１　５　　な

　　　　　　　る

　　　　　　　き

０　　０　　３　　でｼ

　　　　　　　る

　　　　　　　へ

１　　０　　０ 宍

　　　　　　　心　　　　　　　る

ｏ　エ　ｏ　
豹

　　　　　　慾っ

　　　　　　下へ

０　３　２　二だ

　　　　　　段っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
表
内
の
数
字
は
、
該
当
す
る
歌
数
を
示
す
〕

ま
ず
表
中
の
「
山
の
場
合
」
と
「
川
の
場
合
」
に
つ
い
て
、
作
歌
時
期
が
比



較
的
早
い
時
期
の
歌
を
挙
げ
て
み
る
。

　
　
○
山
の
場
合

　
　
　
　
寄
物
陳
思
（
の
内
）

　
Ｊ
月
見
れ
ば
　
国
は
同
じ
そ
　
山
へ
な
り
一
山
隔
】

う
つ
く
　
　
い
も

　
愛
し
妹
は
　
へ
な
り

た
る
か
も
「
隔
有
鴨
」

○
川
の
場
合

　
　
七
夕
（
の
内
）

（
1
1
・
二
四
二
〇
、
人
麻
呂
歌
集
）

Ｋ
ひ
さ
か
た
の
　
天
つ
し
る
し
と
　
水
無
し
川
　
隔
て
て
置
き
し
「
隔
而
置

　
　
　
　
か
み
よ
　
　
う
ら

之
」
　
神
代
し
恨
め
し

（
1
0
L
二
〇
〇
七
、
人
麻
呂
歌
集
）

　
「
山
の
場
合
」
、
「
川
の
場
合
」
と
も
に
人
麻
呂
歌
集
の
歌
が
比
較
的
早
い
時

期
の
例
と
な
る
。
Ｊ
・
Ｋ
が
奈
良
朝
以
前
の
歌
で
あ
る
の
で
、
「
山
川
の
場
合
」

に
属
す
る
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
と
い
う
表
現
は
、
「
山
の
場
合
」
の
表

現
、
「
川
の
場
合
」
の
表
現
が
形
成
さ
れ
た
後
に
現
れ
る
、
と
い
え
る
。

　
次
に
、
「
へ
な
る
」
な
ど
の
動
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
、
隔
絶
感
の
表
現

に
つ
い
て
少
し
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
、
山
の
場
合
に
該
当
す
る
歌
を
以
下
に
挙

げ
る
。

　
　
　
　
田
部
忌
寸
楳
子
任
大
宰
時
歌
四
首
（
の
内
）

　
Ｌ
朝
日
影
　
に
ほ
へ
る
山
に
　
照
る
月
の
　
飽
か
ざ
る
君
を
　
山
越
し
に
置

き
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
四
九
五
、
舎
人
吉
年
）

　
　
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
従
石
見
国
別
妻
上
来
時
歌
二
首
井
短
歌
（
の
内
）

　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
い
も
　
　
　
　
つ
ゆ
し
も

Ｍ
・
：
玉
藻
な
す
　
寄
り
寝
し
妹
を
　
露
霜
の

　
　
　
や
　
そ
く
ま

の
　
八
十
隈
ご
と
に

よ
ろ
づ

　
万
た
び

置
き
て
し
来
れ
ば
　
こ
の
道

か
へ
り
み
す
れ
ど
　
い
や
遠
に

は
離
り
ぬ
　
い
や
高
に
　
山
も
越
え
来
ぬ
…

里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
∴
ご
二
、
柿
本
人
麻
呂
）

　
山
の
場
合
に
該
当
す
る
歌
は
、
『
万
葉
集
』
の
全
時
代
に
わ
た
っ
て
、
数
多

く
み
ら
れ
る
。
「
へ
な
る
」
な
ど
の
動
詞
以
外
で
は
、
「
山
」
を
「
越
え
」
る
と

い
う
形
で
、
隔
絶
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
山
」
を
「
越
え
」
る
こ
と
で
、

「
越
え
」
だ
「
山
」
が
二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
先
に
掲

げ
た
、
次
の
二
首
の
歌
が
そ
の
こ
と
を
示
す
と
い
え
る
。

　
　
　
　
在
久
逍
京
思
留
寧
楽
宅
坂
上
大
嬢
大
伴
宿
祢
家
持
作
歌
一
首

　
　
ひ
と
へ

Ｆ
一
重
山

へ
な
れ
る
も
の
を
「
重
成
物
乎
」
　
月
夜
良
み
　
門
に
出
で
立

ち
　
妹
か
待
つ
ら
む

　
　
高
丘
河
内
連
歌
二
首
（
の
内
）

（
４
・
七
六
五
、
大
伴
家
持
）

Ｇ
故
郷
は
　
遠
く
も
あ
ら
ず
　
一
重
山
　
越
ゆ
る
が
か
ら
に

思
ひ
そ
我
が

　
　
せ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
∴
○
三
八
、
高
丘
河
内
）

Ｆ
の
「
一
重
山
へ
な
る
」
、
Ｇ
の
「
一
重
山
越
ゆ
」
と
い
う
部
分
に
注
目
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
「
一
重
山
」
が
遮
る
こ
と
を
う
た
う
こ
と
で
、
「
妹
」
へ
の
思
い

を
述
べ
る
。
コ
重
山
」
を
越
え
る
こ
と
を
う
た
う
こ
と
で
、
「
一
重
山
」
に
遮

ら
れ
て
会
之
な
い
、
「
故
郷
」
に
い
る
人
へ
の
思
い
を
述
べ
る
。
こ
の
二
つ
の

似
た
表
現
か
ら
、
「
へ
な
る
」
と
表
現
す
る
場
合
だ
け
で
な
く
、
「
越
ゆ
」
と
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
几



　
　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

現
す
る
場
合
で
も
、
隔
絶
感
を
示
す
と
い
え
る
。

　
次
に
、
川
の
場
合
に
該
当
す
る
歌
を
挙
げ
て
み
る
。

　
　
　
　
但
馬
皇
女
在
高
市
皇
子
宮
時
扁
接
穂
積
皇
子
事
既
形
而
御
作
歌
一
首

　
　
ひ
と
ご
と
　
　
　
　
し
げ
　
　
｛
一
ち
た
　
　
　
　
　
む
の

　
Ｎ
人
言
を
　
繁
み
言
痛
み
　
己
が
世
に
　
い
ま
だ
渡
ら
ぬ
　
朝
川
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
∴
一
六
、
但
馬
皇
女
）

　
　
　
七
夕
（
の
内
）

Ｏ
秋
さ
れ
ば
　
川
霧
立
て
る
　
天
の
川
　
川
に
向
き
居
て
　
恋
ふ
る
夜
そ
多

き

（
1
0
・
二
〇
三
〇
、
人
麻
呂
歌
集
）

　
　
　
紀
女
郎
怨
恨
歌
三
首
（
の
内
）

Ｐ
世
の
中
の
　
女
に
し
あ
ら
ば
　
我
が
渡
る
　
痛
背
の
川
を
　
渡
り
か
ね

　
　
め
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
・
六
四
三
、
紀
女
郎
）

　
「
へ
な
る
」
な
ど
の
動
詞
に
注
目
す
る
と
、
川
の
場
合
に
該
当
す
る
歌
が
七

夕
歌
だ
け
と
な
る
。
七
夕
歌
は
、
七
夕
詩
と
の
関
係
が
あ
る
。
七
夕
詩
は
、
牽

牛
・
織
女
が
天
の
川
を
挾
ん
で
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
を
う
た
う
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
川
が
二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
七
夕
詩
の
影
響
の
も
と
に
、
川
に
よ
る
隔
絶
感
の
表
現
が
形
成
さ
れ
た

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
Ｎ
や
Ｐ
の
よ
う
に
、
七
夕
歌
以
外
の
歌
も
存
在
す
る

の
で
、
川
が
二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
す
る
表
現
は
、
七
夕
詩
の
影
響
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
と
は
、
単
純
に
は
い
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

て
、
山
の
場
合
、
川
に
場
合
の
表
現
が
、
山
川
の
場
合
の
表
現
よ
り
前
に
形
成

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

四

　
こ
こ
ま
で
、
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
の
意
味
、
そ
し
て
こ
の
表
現
の
形

成
以
前
に
、
ど
の
よ
う
な
「
隔
絶
感
」
の
表
現
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し

て
き
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
た
上
で
、
表
現
の
形
成
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
と
い
う
表
現
の
形
成
に
関
し
て
、
廣
岡
義
隆
氏

の
説
が
あ
る
。
廣
岡
氏
は
、
七
夕
歌
の
流
行
に
触
れ
、

　
　
「
隔
漢
之
亦
ご
（
⑤
八
〇
六
書
簡
）
同
様
に
一
年
に
一
度
し
か
逢
之
な

い
牽
牛
織
女
の
思
い
を
重
ね
つ
つ
、
そ
れ
以
上
に
逢
見
な

い
嘆
き
を

　
　
「
隔
山
川
恋
」
の
思
念
で
宅
守
は
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
中
臣
宅
守
は
、
従
来
「
吉
野
讃
歌
」
（
１
・
三
六

大
二
九
な
ど
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
神
仙
思
想
の
表
現
で
用
い
ら
れ
て
き
た

「
山
川
」
に
、
「
新
し
い
概
念
を
盛
り
こ
ん
だ
」
と
も
述
べ
て
い
飴
。

　
こ
の
説
に
は
二
つ
の
点
で
疑
問
が
残
る
。
一
つ
は
「
神
仙
思
想
の
表
現
」
で

あ
っ
た
「
旧
来
の
山
川
表
現
」
が
、
全
く
背
景
の
異
な
る
贈
答
歌
の
表
現
と
か

か
わ
る
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
七
夕
歌
で
の
「
一
年

に
コ
茨
し
か
逢
之
な
い
牽
牛
織
女
の
思
い
を
重
ね
つ
つ
、
そ
れ
以
上
に
逢
之
な

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
へ
な
る
」
な
ど
の
動
詞
に
か
か
わ
ら
な

い
歌
も
含
め
　
　
い
嘆
き
」
を
表
現
す
る
た
め
に
、
川
の
表
現
に
山
の
表
現
を
加
え
て
、
中
臣
宅



守
が
示
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
山
と
川
と
い
う
二
つ
の
別
々
の
表
現
を
組

合
せ
る
こ
と
が
、
天
平
期
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
。

　
廣
岡
氏
は
川
の
表
現
が
、
七
夕
歌
に
基
づ
く
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
七

夕
歌
は
七
夕
詩
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
川
の

表
現
全
て
が
、
七
夕
詩
に
基
づ
く
と
は
い
え
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
隔

絶
感
の
表
現
の
背
景
に
漢
詩
の
影
響
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
漢
詩
の
表
現
か
ら
の
影
響
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
山
川
が

二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
し
て
よ
ま
れ
て
い
る
詩
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
飴
。

　
ａ
山
川
阻
且
遠
　
別
促
会
日
長

　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
二
十
、
魏
・
曹
植
「
送
応
氏
詩
二
首
」
第
二
首
）

　
ｂ
故
郷
一
何
啖
　
山
川
阻
且
難

　
　
　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
三
十
、
晋
・
陸
機
「
擬
古
詩
十
二
首
」
第
四
首
）

　
ｃ
懸
意
脩
途
遠
　
山
川
阻
且
深

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
二
、
晋
・
張
華
「
情
詩
五
首
」
其
四
）

　
ｄ
別
日
何
易
会
日
難
　
山
川
悠
遠
路
漫
漫

　
　
　
　
　
　
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
九
、
魏
・
曹
玉
「
楽
府
燕
歌
行
二
首
」
其
二
）

　
ｅ
遊
宦
久
不
帰
　
山
川
脩
且
閥

　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
二
十
四
、
晋
・
陸
機
「
為
顧
彦
先
贈
婦
二
首
」
第
二
首
）

　
ｆ
遠
遊
越
山
川
　
山
川
脩
且
広

　
　
　
　
　
（
『
文
選
』
巻
二
十
六
、
晋
・
陸
機
「
赴
洛
道
中
作
二
首
」
第
二
首
）

　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

　
ｇ
山
河
隔
長
路
　
路
遠
絶
容
儀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
玉
台
新
詠
』
巻
五
、
梁
・
沈
約
「
敷
古
ビ

ａ
～
ｃ
ま
で
が
「
山
川
阻
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
、
ｄ
～
ｇ
は
「
阻
」
を
用
い

ず
に
、
「
山
川
」
が
遮
る
も
の
と
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
こ

の
中
で
ａ
は
製
作
時
期
の
早
い
詩
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
李
善
注
に
「
毛

詩
曰
。
山
川
悠
遠
。
又
曰
。
道
阻
且
長
」
と
あ
る
。
注
に
引
用
さ
れ
て
い
る

『
毛
詩
』
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
あ
げ
て
お
く
。

　
　
漸
漸
之
石
　
維
其
高
矣

　
　
山
川
悠
遠
　
維
其
労
矣

　
　
武
人
東
征
　
不
皇
朝
矣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
毛
詩
』
小
雅
、
魚
藻
之
什
、
「
漸
漸
之
石
ビ

　
　
兼
蔑
蒼
蒼
　
白
露
為
霜

　
　
所
謂
伊
人
　
在
水
一
方

　
　
遡
涸
従
之
　
道
阻
且
長

　
　
遡
游
従
之
　
宛
在
水
中
央
　
　
　
　
　
　
　
（
『
毛
詩
』
秦
風
、
「
兼
敗
ビ

前
者
の
詩
は
、
出
征
の
際
の
苦
し
み
を
う
た
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
山
川
」

は
、
家
と
「
武
人
」
と
を
「
へ
だ
つ
」
も
の
と
し
て
、
う
た
わ
れ
て
い
る
。
後

者
の
詩
は
、
「
伊
の
人
」
に
手
が
届
か
な
い
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
「
道
阻
且

長
」
と
い
う
表
現
は
、
「
伊
の
人
」
と
自
ら
と
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
を

い
っ
て
い
る
。
以
上
の
注
記
か
ら
、
先
に
掲
げ
た
『
文
選
』
の
「
山
川
阻
且

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
Ｉ



　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

遠
」
は
、
山
川
に
隔
て
ら
れ
て
、
二
人
が
容
易
に
は
会
之
な
い
こ
と
を
う
た
う

も
の
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
に
続
く
句
に
「
別
れ
促
り
て
会
日
長

し
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
万
葉
集
』
の
歌
に
お
け
る
山
川
の
場
合
の
表
現
と
共
通

し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
稲
岡
耕
二
氏
は
、
『
萬
葉
集
令
汪
　
巻
第
二
』
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
い
も
　
　
　
　
つ
ゆ
し
も

Ｍ
・
：
玉
藻
な
す
　
寄
り
寝
し
妹
を
　
露
霜
の

置
き
て
し
来
れ
ば
　
こ
の
道

の
　
八
十
隈
ご
と
に
　
万
た
び
　
か
へ
り
み
す
れ
ど
　
い
や
遠
に
　
里

は
聡
り
ぬ
　
い
や
高
に
　
山
も
越
え
来
ぬ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
∴
ご
二
、
柿
本
人
麻
呂
）

を
含
む
、
「
石
見
相
聞
歌
」
（
２
∴
ご
二
～
一
三
三
、
一
三
五
～
一
三
七
）
の

長
歌
二
首
の
連
作
は
、
ｅ
を
含
む
陸
機
の
漢
詩
の
構
成
を
参
考
に
し
た
可
能
性

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
い
。
こ
の
こ
と
は
「
隔
絶
感
」
を
表
す
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
漢
詩
が
、
『
万
葉
集
』
の
早
い
時
期
に
参
考
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
。
た
だ
し
Ｍ
は
、
山
が
二
人
の
間
を
遮
る
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
先
に
掲
げ
た
、

　
　
　
　
挽
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
こ
と
か
し
こ
　
　
　
　
ひ
な
ざ
か

Ｅ
…
大
君
の
　
命
恐
み
　
鄙
離
る

国
を
治
む
と
　
あ
し
ひ
き
の
　
山
川

へ
な
り
一
山
河
阻
」
　
風
雲
に
　
言
は
通
へ
ど
　
直
に
逢
は
ず
　
日
の
重

な
れ
ば
…

　
　
二
Ｉ

（
1
9
・
四
二
Ｉ
四
、
大
伴
家
持
）

に
み
え
る
「
山
川
へ
な
り
」
の
表
記
「
山
河
阻
」
も
、
ａ
～
ｃ
に
み
え
る
「
山

川
阻
」
を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、
「
山
川
阻
」
と
い
う
表
現
は
、
「
山
川
へ
な
る
」
と
い
う
意
味
で

理
解
さ
れ
て
い
た
、
と
考
え
て
よ
い
。

　
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
と
い
う
表
現
の
形
成
の
背
景
に
、
漢
詩
の
影
響

が
あ
っ
た
と
し
て
、
歌
と
漢
詩
と
の
表
現
で
は
異
な
っ
て
い
る
点
が
あ
る
。
歌

に
は
漢
詩
の
表
現
に
は
な
い
「
中
に
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
を
ど
の
よ

う
に
考
え
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。

故
爾
各
中
置
天
安
河
而
、
宇
気
布
時

（
『
古
事
記
』
上
巻
）

　
　
日
神
与
素
菱
鴫
尊
、
隔
天
安
河
、
而
相
対
乃
立
誓
約
曰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
、
第
六
段
一
書
第
三
）

　
　
各
中
挾
河
而
、
対
立
相
挑
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
古
事
記
』
中
巻
）

　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
与
埴
安
彦
、
挾
河
屯
之
、
各
相
挑
焉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
本
書
紀
』
崇
神
十
年
九
月
）

　
以
上
は
『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
、
同
じ
内
容
の
部
分
を
対

照
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
「
～
を
中
に
十
動
詞
」
と
い
う
文
型
は
、
『
古
事
記
』

や
『
日
本
書
紀
』
に
も
こ
こ
に
示
し
た
例
の
み
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
文
型
は
、

風
土
記
に
も
見
ら
れ
な
い
。
傍
線
部
分
に
注
目
す
る
と
、
『
古
事
記
』
で
は
、

「
中
」
と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
が
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
「
中
」
と
い
う
文



字
を
用
い
て
い
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
「
中
に
」
と
い
う
表
現
は
、
よ
り
和
文
的
　
　
現
を
取
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て
と
ら
え
て
お
き
た
い
。

な
表
現
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
『
万
葉
集
』

に
も
、
動
詞
が
異
な
る
用
例
と
し
て
、

　
　
　
　
輯
旅
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

…
淡
路
島
　
中
に
立
て
置
き
て
「
中
示
立
置
而
工
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
・
三
八
八
、
〈
誦
〉
若
宮
年
魚
麻
呂
）

　
　
見
菟
原
処
女
墓
歌
一
首
井
短
歌
（
の
長
歌
）

…
処
女
墓
　
中
に
造
り
置
き
「
中
示
造
置
」
・
：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
・
一
八
○
九
、
虫
麻
呂
歌
集
）

　
　
寄
物
陳
思
（
の
内
）

注①
　
以
下
『
万
葉
集
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
佐
竹
昭

　
広
氏
校
注
・
訳
『
日
本
古
典
文
学
全
集
　
萬
葉
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
っ
た
。
た
だ

　
し
「
隔
る
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
考
察
の
都
合
上
、
「
へ
な
る
」
と
表

　
記
し
た
。
ま
た
「
　
」
は
原
文
表
記
を
示
し
て
い
る
。

②
　
境
田
四
郎
氏
「
萬
葉
集
に
於
け
る
隔
の
訓
義
」
、
『
国
文
国
史
』
　
二
竺
号
、
昭
和

　
1
0
年
２
月
。

③
　
土
屋
文
明
氏
著
『
萬
葉
集
私
注
』
（
筑
摩
書
房
）
、
４
・
七
六
五
「
ヘ
ナ
レ
ル
モ
ノ

　
ヲ
」
の
注
。

①
　
窪
田
空
穂
氏
著
『
萬
葉
集
評
釈
』
（
東
京
堂
出
版
）
、
４
・
七
六
五
「
一
隔
山
重
な

　
れ
る
も
の
を
」
の
注
。

Ｑ
紅
の
　
裾
引
く
道
を
　
中
に
置
き
て
「
中
置
而
」
　
我
や
通
は
む
　
君
　
　
　
⑤
木
下
正
俊
氏
著
『
萬
葉
集
令
汪
巻
第
四
』
（
有
斐
閣
）
、
４
・
七
六
五
「
一
重
山

　
　
か
来
ま
さ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
∵
二
六
五
五
）

と
い
っ
た
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
の

「
中
に
」
と
い
う
表
現
が
特
殊
な
も
の
で
は
な
く
、
和
文
的
な
表
現
と
し
て
あ

る
程
度
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
と
い
う
表
現
は
、
「
山
川

阻
」
と
い
っ
た
よ
う
な
漢
詩
の
表
現
を
受
け
て
、
さ
ら
に
そ
の
表
現
を
和
文
化

す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
中
臣
宅
守
の
歌
に
み
え
る
「
山
川
を
中
に
へ
な
り
て
」
は
、
漢
詩
に
込
め
ら

れ
た
、
都
を
離
れ
て
い
く
人
の
思
い
に
自
ら
を
重
ね
な
が
ら
、
そ
の
漢
詩
の
表

　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

　
隔
れ
る
も
の
を
」
の
注
。

⑥
　
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
　
萬
葉
集
』
（
岩
波
書
店
）
、
1
5
・
三
七
五
五
の
脚
注
。

⑦
　
木
下
正
俊
氏
著
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
十
』
（
有
斐
閣
）
、
2
0
・
四
三
〇
八
「
天

　
の
川
隔
り
に
け
ら
し
」
の
注
。

⑧
　
各
項
目
に
つ
い
て
該
当
す
る
歌
の
番
号
を
以
下
に
示
す
。

　
　
○
山
の
場
合

　
　
　
（
奈
良
朝
以
前
）

　
　
１
１
１
１
・
二
四
二
〇
（
人
麻
呂
歌
集
）
、
1
8
・
四
〇
七
三
（
「
古
人
云
」
）

　
　
　
（
天
平
五
年
以
前
）

　
　
４
・
六
七
〇
（
湯
原
王
）

　
　
　
（
天
平
五
年
以
降
）

　
　
４
・
七
六
五
（
大
伴
家
持
）
、
８
・
一
四
六
四
（
大
伴
家
持
）
、
1
7
・
三
九
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



　
　
　
　
　
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
隔
絶
感
の
表
現

　
　
（
大
伴
家
持
）
、
1
7
・
三
九
八
一
　
（
大
伴
家
持
）
、
1
7
・
四
〇
〇
六
（
大
伴
家
持
）
、

　
　
1
9
・
四
一
七
七
（
大
伴
家
持
）

　
　
　
（
作
者
未
詳
）

　
　
1
2
・
三
一
八
七
、
「
悲
別
歌
ビ

　
　
○
川
の
場
合

　
　
　
（
奈
良
朝
以
前
）

　
　
1
0
L
二
〇
〇
七
（
人
麻
呂
歌
集
）

　
　
　
（
天
平
五
年
以
前
）

　
　
８
・
一
五
二
二
（
山
上
憶
良
）

　
　
　
（
天
平
五
年
以
降
）

　
　
1
8
・
四
二
五
（
大
伴
家
持
）
、
2
0
・
四
三
〇
八
（
大
伴
家
持
）

　
　
　
（
作
者
未
詳
）

　
　
1
0
L
二
〇
三
八
（
「
七
タ
ビ

　
　
○
山
川
の
場
合

　
　
　
（
天
平
五
年
以
降
）

　
　
1
5
・
三
七
五
五
（
中
臣
宅
守
）
、
1
5
・
三
七
六
四
（
中
臣
宅
守
）
、
４
・
六
〇
一

　
　
（
笠
女
郎
）
、
1
7
・
三
九
五
七
（
大
伴
家
持
）
、
1
9
・
四
二
Ｉ
四
（
大
伴
家
持
）

⑤
　
廣
岡
義
隆
氏
「
山
川
隔
る
恋
－
中
臣
宅
守
と
狭
野
弟
上
娘
子
」
、
森
淳
司
氏
・
林

　
田
正
男
氏
編
『
万
葉
集
相
聞
の
世
界
　
恋
ひ
て
死
ぬ
と
も
』
、
雄
山
閣
出
版
、
平
成

　
９
年
８
月
。

⑩
　
以
下
、
漢
詩
の
引
用
は
、
『
新
釈
漢
文
大
系
』
（
明
治
書
院
）
に
よ
っ
た
。

⑨
　
稲
岡
耕
二
氏
著
『
萬
葉
集
全
注
　
巻
第
二
』
（
有
斐
閣
）
、
２
∴
三
五
の
考
「
長

　
歌
の
連
作
」
。

二
四




